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日
本
人
と
は
だ
れ
か
？ 

  

私
は
、
残
留
孤
児
の
研
究
を
し
て
い
る
。
残
留
孤
児
と
は
、
一
九
四
五

年
の
日
本
敗
戦
時
に
中
国
に
置
き
去
り
に
さ
れ
、
一
九
七
二
年
の
日
中
国

交
回
復
以
後
に
日
本
に
帰
っ
て
き
た
人
々
だ
。 

 

残
留
孤
児
は
中
国
に
い
た
と
き
、
「
日
本
の
血
統
を
ひ
く
日
本
人
」
と

し
て
差
別
さ
れ
た
。
日
本
に
帰
国
す
る
と
一
転
し
て
、
「
日
本
語
が
で
き

な
い
中
国
人
」
と
み
な
さ
れ
て
差
別
さ
れ
た
。
そ
こ
で
「
自
分
は
い
っ
た

い
何
人
な
の
か
」
と
い
う
葛
藤
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
。 

 

し
か
し
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
「
日
本
人
」
や
「
中
国
人
」
は
、
血
統
・

国
籍
・
出
生
地
・
定
住
地
・
言
語
・
文
化
の
い
っ
た
い
ど
れ
に
よ
っ
て
決

ま
る
の
か
。 

そ
れ
ら
す
べ
て
が
完
全
に
「
日
本
」
で
な
け
れ
ば
「
日
本
人
」
と
言
え

な
い
と
い
う
な
ら
、
中
国
人
を
祖
父
に
も
つ
赤
穂
義
士
の
武
林
唯
七
は
日

本
人
で
は
な
い
。
逆
に
一
つ
だ
け
で
も
「
日
本
」
な
ら
「
日
本
人
」
だ
と

す
れ
ば
、
日
本
に
定
住
す
る
外
国
人
は
皆
、
日
本
人
だ
。
法
律
的
な
国
籍

で
決
ま
る
と
い
う
な
ら
、
日
本
に
国
籍
法
が
で
き
た
一
八
九
九
年
以
前
、

日
本
人
は
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
古
代
の
日
本
列
島
に
は
大
和
や
出

雲
、
熊
襲
、
蝦
夷
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
や
文
化
の
人
々
が
い
た
が
、
い

つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
の
人
々
は
日
本
人
に
な
っ
た
の
か
。
北
海
道
に

は
ア
イ
ヌ
と
い
う
先
住
民
が
い
る
し
、
一
八
七
九
年
ま
で
沖
縄
は
「
琉
球 

    

国
」
と
い
う
独
自
の
国
家
体
制
を
保
っ
て
い
た
。 

 

実
は
「
日
本
人
」
も
「
中
国
人
」
も
、
そ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
し
た
定
義

や
境
界
線
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
と
い
う
学
者
は
、

「
ネ
イ
シ
ョ
ン
（
国
民
・
民
族
）
と
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
心
に
描
か
れ

た
想
像
の
政
治
共
同
体
だ
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 

残
留
孤
児
が
「
自
分
は
何
人
な
の
か
」
と
思
い
悩
む
の
は
、
む
し
ろ
ま
っ

と
う
で
あ
る
。
本
当
に
自
分
を
知
ら
な
い
の
は
、
「
自
分
は
正
真
正
銘
の

日
本
人(

ま
た
は
中
国
人)

だ
」
と
思
い
込
み
、
外
国
人
や
異
民
族
を
差

別
・
排
除
し
て
い
る
人
た
ち
の
方
だ
。 


